
令和６年度４月から

おと高の服装が変わります

おといねっぷ美術工芸高校身だしなみ検討委員会

Ｑ1.どうして変わるの？

Ａ1.

① 服装を考えることを通して、社会性・協調性を育み、
責任をもって判断できる人間を目指す。

② 個人の自己表現、服装選択の自由を保障するため。

③ 制服購入による費用の軽減。

④ 学校教職員の業務負担の軽減。

以上の理由から、おと高は

「自由な服装を選択できる学校」へと生まれ変わります。



※１ 儀式服として認められているものは以下の３つです。
本校指定制服、非公式制服、スーツ

※２ 非公式制服について
出身中学校の制服のみ認めます。
着用できるのはGWまでです。それまでに公式制服
またはスーツの用意をしていただきます。

【その他の服装について】
工芸の授業では必ず作業着を着用すること。
上靴については基本的に自由。ただし、授業や活動に応じた靴
（運動靴）を履くこと。

Ｑ2.どう変わるの？

Ａ2.これまでの制服を基本とした服装から、

① ※１儀式服（本校指定制服、※２非公式制服…出身中学校の制服、
スーツ）

② 本校指定作業着
③ 本校指定ジャージ
④ 私服（ジャージ・ファッション制服・ユニクロ制服含む）

のいずれかを選択し、自分の好きな服装で学校生活を送る
ことができる「服装が自由」な学校となります。

【着用場面について】
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